


中
学
ソ
フ
テ
界
の
頂
点

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
に
第

１
回
が
開
催
さ
れ
た
全
日
本
中
学

生
大
会
、
初
代
王
者
の
加
太
中
学

は
そ
の
後
、
第
２
回
女
子
で
準
優

勝
、
第
４
回
男
子
優
勝
、
第
六
回

男
子
準
優
勝
。
黎
明
期
の
中
学
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
界
で
、
間
違
い
な
く

ト
ッ
プ
校
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

現
在
、
和
歌
山
県
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
で
理
事
長
を
務
め
る
花
田
一

弥
さ
ん
は
、第
１
回
大
会
の
開
催
時
、

高
校
二
年
生
だ
っ
た
。「
単
純
に
す

ご
い
な
あ
と
。
加
太
中
学
の
活
躍
が

そ
の
後
の
中
学
生
、
小
学
生
の
育
成

に
つ
な
が
っ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
」
と
振
り
返
る
。

花
田
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
後
、

和
歌
山
で
教
員
に
。
加
太
中
学
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
顧
問
を
務
め
た

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
「
そ
の
頃

か
ら
全
国
で
は
勝
て
な
く
な
っ
た
。

壁
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
時
代
で
し
た

ね
」。
そ
れ
で
も
、
当
時
の
指
導
者

は
歩
み
を
止
め
な
か
っ
た
。「
和
歌

山
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」
は
、
勝
て

な
く
な
っ
た
時
代
か
ら
の
地
道
な

育
成
・
普
及
の
成
果
で
も
あ
る
。

信
愛
高
校
、
国
体
の
名
将

和
歌
山
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
歴

史
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
人

物
が
い
る
。昭
和
30
年（
１
９
５
５
）

頃
か
ら
和
歌
山
信
愛
女
子
短
期
大

学
付
属
高
校
の
軟
式
庭
球
部
で
指

導
者
を
務
め
た
川
野
忠
男
氏
だ
。

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
初
の
団
体
優
勝
。

そ
の
後
も
数
々
の
実
績
を
挙
げ
、

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
を
育

て
上
げ
た
。
昭
和
46
年
（
１
９
７

１
）
の
黒
潮
国
体
で
は
監
督
を
務

め
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
た
。

そ
し
て
、
川
野
氏
が
国
体
終
了

後
に
立
ち
上
げ
た
の
が
、
レ

デ
ィ
ー
ス
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
L・C・C・）
だ
。
全
国
に
先
駆

け
て
女
性
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
、

ジ
ュ
ニ
ア
（
小
学
生
）
の
指
導
に

力
を
注
い
だ
。

L・C・C・勢
の
活
躍

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
の
第

１
回
全
日
本
小
学
生
選
手
権
で

は
、
男
子
の
部
を
和
歌
山
L・C・

C・所
属
の
ペ
ア
が
制
し
た
。
そ

の
後
も
、
昭
和
、
平
成
の
時
代
を

通
じ
て
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
栄
冠
に

輝
い
て
い
る
。

中
学
生
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
も
、

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）、
和
歌

山
L・C・C・の
一
期
生
が
全
国

準
優
勝
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
中

学
の
ト
ッ
プ
戦
線
で
タ
イ
ト
ル
を

獲
得
す
る
L・C・C・勢
が
続
出

し
た
。「
和
歌
山
の
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
」
が
、
再
び
全
国
の
舞
台
で
脚

光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー

そ
し
て
、
早
く
か
ら
育
成
に
力

を
入
れ
た
和
歌
山
か
ら
は
、
数
多

く
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
生
ま

れ
た
。

花
田
さ
ん
の
長
男
・
花
田
直
弥

さ
ん
は
平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

の
世
界
選
手
権
で
優
勝
、
前
年
の

ア
ジ
ア
大
会
で
も
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
実
績
を

残
し
た
。

和
歌
山
市
河
西
中
学
校
時
代

に
、
男
子
で
は
史
上
初
と
な
る
全

中
大
会
３
年
連
続
出
場
を
果
た

す
。
高
校
・
大
学
と
数
々
の
タ
イ

ト
ル
を
獲
得
し
、
社
会
人
に
な
っ

て
か
ら
も
多
く
の
国
際
大
会
に
出

場
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
界
の
中

心
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。

ま
た
、
和
歌
山
L・C・C・か

ら
和
歌
山
市
紀
之
川
中
学
校
、
信

愛
高
校
と
、
地
元
で
力
を
蓄
え
た

河
野
加
奈
子
さ
ん
は
、
平
成
16
年

（
２
０
０
４
）
世
界
選
手
権
の
シ

ン
グ
ル
ス
で
優
勝
し
た
。

地
域
に
根
付
く
文
化

花
田
さ
ん
が
中
学
生
で
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
を
始
め
た
時
、
学
校
に
は

コ
ー
ト
が
１
面
し
か
な
く
、
練
習

も
男
女
一
緒
だ
っ
た
と
い
う
。
現

在
は
20
面
を
備
え
る
コ
ー
ト
が
和

歌
山
市
と
白
浜
町
に
整
備
さ
れ
、

全
日
本
実
業
団
や
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
な
ど
を
開
催
。
全
国
で
も
有
数

の
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

「
和
歌
山
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
に

は
、
ジ
ュ
ニ
ア
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
る
下
地
が
あ
る
。環
境
も
整
い
、

文
化
と
し
て
根
付
い
て
き
て
い

る
」。
花
田
さ
ん
の
言
葉
に
、
多

く
の
選
手
や
指
導
者
が
歩
ん
で
き

た
歴
史
の
重
み
が
垣
間
見
え
た
。

加太中学校顧問当時の花田さん（左端）

和歌山県ソフトテニス連盟
理事長 花田 一弥 さん

ソフトテニスマガジン（1980）の加太中学校特集

　
昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）、
東
京
・
日
比
谷
で

開
催
さ
れ
た
第
１
回
全
国
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
。
全
国
か
ら
強
豪
が
集
う
な
か
、
男
子
の
部

を
制
し
、
栄
え
あ
る
初
代
王
者
に
輝
い
た
の
は
、

和
歌
山
市
加
太
中
学
校
の
ペ
ア
（
＝
表
紙
写
真
）

だ
っ
た
。

　
こ
の
快
挙
に
限
ら
ず
、「
和
歌
山
の
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
」
が
刻
ん
で
き
た
全
国
の
舞
台
で
の
成
果
は

目
覚
ま
し
い
。
そ
の
裏
に
は
、
一
歩
ず
つ
進
め
て

き
た
普
及
・
育
成
の
取
り
組
み
が
あ
る
。
和
歌
山

で
腕
を
磨
い
た
子
ど
も
が
、
や
が
て
世
界
で
活
躍

す
る
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
。
そ
う
い
う
例
も
出

て
い
る
。

　
現
在
、
県
内
に
は
小
学
生
か
ら
競
技
に
親
し
め

る
ク
ラ
ブ
が
数
多
い
。
ま
た
、
全
20
面
を
備
え
る

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
、
全
国
大
会
の
会
場

と
な
る
機
会
も
増
え
た
。
こ
れ
は
、
ど
こ
で
も
見

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
、
こ
こ
は
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
本
場
な
の
だ
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

こ
こ
が

本
場 
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国
体
出
場
選
手
で
結
成

ジ
ュ
ニ
ア
で
し
っ
か
り
と
基
礎

を
身
に
付
け
、
全
国
、
世
界
の
舞

台
へ
。「
和
歌
山
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
」

の
育
成
分
野
を
引
っ
張
っ
て
き
た

和
歌
山
L・C・C・は
、
も
と
も
と
、

1
9
7
1
年
（
昭
和
46
）
の
黒
潮

国
体
に
出
場
し
た
女
子
選
手
で
結

成
さ
れ
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
だ
っ

た
。
小
学
生
の
指
導
に
シ
フ
ト
し

た
の
は
1
9
8
1
年
（
昭
和
56
）

ご
ろ
。
小
学
生
全
日
本
選
手
権
が

開
催
さ
れ
る
数
年
前
だ
っ
た
。

好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い

和
歌
山
L・C・C・の
設
立
か

ら
参
加
し
、
現
在
も
代
表
を
務
め

る
川
並
久
美
子
さ
ん
は
「
技
術
を

磨
く
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
ま
ず

人
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
身
に
付

け
ら
れ
る
よ
う
意
識
し
て
い
ま

す
。
礼
儀
や
、
ま
わ
り
の
人
た
ち

へ
の
感
謝
、
道
具
を
大
切
に
す
る

こ
と
。
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
す
」

と
力
を
込
め
る
。
指
導
に
力
を
注

い
だ
40
年
の
間
に
は
、
プ
ロ
に

な
っ
た
子
ど
も
も
。
そ
の
根
底
に

は「
人
あ
り
き
」の
育
成
法
が
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
、
重
視
し
て
い
る

の
は
「
好
き
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
」。
最
近
で
は
キ
ッ
ズ
の
指
導

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
今

年
度
よ
り
中
学
生
の
育
成
も
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
と
し
て
始
動
し
て
い

く
。
少
子
化
の
波
は
激
し
い
が
、

ひ
と
り
で
も
多
く
の
子
ど
も
に
ラ

ケ
ッ
ト
を
握
る
楽
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
和

歌
山
の
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
を
引
っ
張

る
存
在
で
あ
り
続
け
る
決
意
だ
。

L・C・C・カ
ッ
プ
に
出
場

「
和
歌
山
に
行
け
ば
日
本
中
の

強
い
人
と
戦
え
る
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。
大
会
前
は
ワ
ク
ワ
ク

し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
」。
和

歌
山
市
立
東
中
学
校
で
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
の
顧
問
を
務
め
る
眞
野
泰

志
さ
ん
は
、
岡
山
県
出
身
。
小
学

校
時
代
の
全
国
大
会
２
連
覇
を
皮

切
り
に
、
高
校
、
大
学
と
全
国
の

舞
台
で
活
躍
し
た
。

和
歌
山
を
初
め
て
訪
れ
た
の
は

小
学
生
の
時
、
L・C・C・カ
ッ

プ
に
出
場
す
る
た
め
だ
っ
た
。
４

年
生
と
５
年
生
の
２
大
会
に
出

場
。
教
員
と
な
っ
た
今
、
そ
の
和

歌
山
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
普
及
と

選
手
の
育
成
に
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
、不
思
議
な
縁
を
感
じ
る
。

イ
メ
ー
ジ
は
、
盛
ん
で
、
強
豪

他
府
県
で
プ
レ
ー
し
て
い
た
時

の
和
歌
山
県
の
印
象
は
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
の
競
技
人
口
が
多
く
、ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
の
育
成
の
体
制
が
し
っ

か
り
整
っ
て
い
る
地
域
。
そ
し
て
、

全
国
有
数
の
強
豪
校
の
イ
メ
ー
ジ

も
強
い
。
例
え
ば
、
信
愛
高
校
と

言
え
ば
、
野
球
で
言
う
と
こ
ろ
の

智
辯
和
歌
山
高
校
の
よ
う
に
、
常

に
優
勝
候
補
に
挙
が
っ
て
く
る
く

ら
い
の
実
力
校
と
い
う
の
が
共
通

認
識
だ
と
い
う
。「
和
歌
山
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
」
は
、
県
外
に
も
力
強

く
轟
い
て
い
る
。

し
か
し
、
課
題
も
あ
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
手
塩
に
か
け
て
育
成
し

た
選
手
も
、
多
く
は
県
外
に
流
出

し
て
し
ま
う
。「
和
歌
山
に
根
を

下
ろ
し
、
活
躍
す
る
人
に
出
て
き

て
ほ
し
い
」。
そ
の
た
め
に
も
、

競
技
の
裾
野
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ

と
が
使
命
と
考
え
る
。「
中
学
校

で
初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
よ
う

な
子
ど
も
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
し
っ
か
り
達
成
さ
せ
て
あ
げ

て
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
面
白
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い
」。
和
歌
山
の

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
汗
を
流
す

日
々
が
続
く
。

眞野 泰志 さん

和歌山市立東中学校 顧問

岡山県
出身

岡山県出身。岡山理科大学附属高等学
校から同志社大学。小学生時の2001
年にL.C.C.カップジュニアテニス大会
で優勝。高校・大学を通じて全国の舞
台で活躍。2015年の紀国わかやま国
体を機に和歌山へ。

国体を機に
2015年の紀の国わかやま国体の際、和歌
山県の選手として出場するために来県し、
眞野さんのようにそのまま腰を落ち着けた
選手も多い。それらの人たちは、後進の指導
にあたる教員や、競技の普及に努める県職
員となり、今も「和歌山のソフトテニス」の
発展に一役買っている。

L.C.C.カップジュニアソフトテニス大会
2022年で40回を迎えた全国規模の大会。県内・県外を問わず、
ここで活躍し、のちに全国・世界の舞台へ羽ばたく選手も多い。
トッププレイヤーへの登竜門とも言うべき大会となっている。
40回大会はコロナの影響で選手、応援の人数を絞ったが、「早
く大勢の歓声の中で開催できるようになれば」と川並さん。

和歌山市立東中学校 ソフトテニス部

黒潮国体で総合優勝の表彰を受ける川野氏。和歌山L.C.C.の設立にも尽力。

第40回大会の
プログラム

ジュニア育成の先駆け和
歌
山
の
教
員
と
し
て

　
次
世
代
を
育
て
る

監督 川並 久美子 さん

和歌山L.C.C.（レディースセンチュリークラブ）
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付
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台
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潮
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催
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。
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れ
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の
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の
感
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、
道
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る

こ
と
。
そ
こ
が
ス
タ
ー
ト
で
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と
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。
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に
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だ
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の
間
に
は
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に
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た
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。
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に
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こ
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近
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は
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の
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に
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中
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の
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と
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動
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く
。
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の
波
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が
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で
も
多
く
の
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ど
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に
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を
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る
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を
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て
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。
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も
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和
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を
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る
存
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で
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る
決
意
だ
。
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に
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ば
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本
中
の
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と
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え
る
と
い
う
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メ
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で
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。
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会
前
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を
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ま
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る
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岡
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出
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。
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学
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時
代
の
全
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会
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連
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に
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、
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と
全
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の

舞
台
で
活
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し
た
。

和
歌
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を
初
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て
訪
れ
た
の
は
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の
時
、
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に
出
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す
る
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だ
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。
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年
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と
５
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の
２
大
会
に
出
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。
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と
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た
今
、
そ
の
和

歌
山
で
ソ
フ
ト
テ
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ス
の
普
及
と

選
手
の
育
成
に
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
、不
思
議
な
縁
を
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じ
る
。
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で
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強
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他
府
県
で
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し
て
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た
時

の
和
歌
山
県
の
印
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は
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ト

テ
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ス
の
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技
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口
が
多
く
、ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
の
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成
の
体
制
が
し
っ

か
り
整
っ
て
い
る
地
域
。
そ
し
て
、

全
国
有
数
の
強
豪
校
の
イ
メ
ー
ジ

も
強
い
。
例
え
ば
、
信
愛
高
校
と

言
え
ば
、
野
球
で
言
う
と
こ
ろ
の

智
辯
和
歌
山
高
校
の
よ
う
に
、
常

に
優
勝
候
補
に
挙
が
っ
て
く
る
く

ら
い
の
実
力
校
と
い
う
の
が
共
通

認
識
だ
と
い
う
。「
和
歌
山
の
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
」
は
、
県
外
に
も
力
強

く
轟
い
て
い
る
。

し
か
し
、
課
題
も
あ
る
。
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
手
塩
に
か
け
て
育
成
し

た
選
手
も
、
多
く
は
県
外
に
流
出

し
て
し
ま
う
。「
和
歌
山
に
根
を

下
ろ
し
、
活
躍
す
る
人
に
出
て
き

て
ほ
し
い
」。
そ
の
た
め
に
も
、

競
技
の
裾
野
を
さ
ら
に
広
げ
る
こ

と
が
使
命
と
考
え
る
。「
中
学
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で
初
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て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
よ
う

な
子
ど
も
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

を
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っ
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り
達
成
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て
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げ

て
、
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ト
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ス
の
面
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を

伝
え
て
い
き
た
い
」。
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の
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ど
も
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と
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に
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を
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す

日
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が
続
く
。

眞野 泰志 さん

和歌山市立東中学校 顧問

岡山県
出身

岡山県出身。岡山理科大学附属高等学
校から同志社大学。小学生時の2001
年にL.C.C.カップジュニアテニス大会
で優勝。高校・大学を通じて全国の舞
台で活躍。2015年の紀国わかやま国
体を機に和歌山へ。

国体を機に
2015年の紀の国わかやま国体の際、和歌
山県の選手として出場するために来県し、
眞野さんのようにそのまま腰を落ち着けた
選手も多い。それらの人たちは、後進の指導
にあたる教員や、競技の普及に努める県職
員となり、今も「和歌山のソフトテニス」の
発展に一役買っている。

L.C.C.カップジュニアソフトテニス大会
2022年で40回を迎えた全国規模の大会。県内・県外を問わず、
ここで活躍し、のちに全国・世界の舞台へ羽ばたく選手も多い。
トッププレイヤーへの登竜門とも言うべき大会となっている。
40回大会はコロナの影響で選手、応援の人数を絞ったが、「早
く大勢の歓声の中で開催できるようになれば」と川並さん。

和歌山市立東中学校 ソフトテニス部

黒潮国体で総合優勝の表彰を受ける川野氏。和歌山L.C.C.の設立にも尽力。

第40回大会の
プログラム

ジュニア育成の先駆け和
歌
山
の
教
員
と
し
て

　
次
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代
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和歌山L.C.C.（レディースセンチュリークラブ）
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ものづくり

理美容鋏

at 和歌山

理美容の業界で欠かせないコバ
ルト製のシザー（鋏）。それを世界
で初めて開発したのが、和歌山市
の菊井鋏製作所だ。和歌山のも
のづくりのトップランナーとして、
今もその技術は輝き続けている。

研
い
で
も
切
れ
な
い
鋏

　　創
業
者
の
菊
井
喜
代
次
さ
ん

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
刃
物
を
研
ぐ

の
が
得
意
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
時

中
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
捕
虜
と
な
っ

た
喜
代
次
さ
ん
は
手
先
の
器
用
さ

を
見
込
ま
れ
、
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃

物
を
研
ぐ
機
会
が
多
か
っ
た
。
あ

る
日
、
理
美
容
鋏
も
同
じ
よ
う
に

研
い
で
も
ら
え
な
い
か
と
頼
ま
れ

た
が
、
研
げ
ば
研
ぐ
ほ
ど
切
れ
味

が
悪
く
な
る
。
こ
ん
な
経
験
は
初

め
て
だ
っ
た
。

　帰
国
後
、
う
ま
く
研
げ
な
か
っ

た
こ
と
を
疑
問
に
思
っ
た
喜
代
次

さ
ん
は
、東
京
・
大
阪
の
メ
ー
カ
ー

を
訪
ね
、
約
5
年
の
修
行
で
、
理

美
容
鋏
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
独
立
し
、
1
9
5
3

年
（
昭
和
二
十
六
）、
親
戚
の
居

た
和
歌
山
で
「
菊
井
鋏
製
作
所
」

を
創
業
す
る
。

加
工
が
難
し
い
金
属

　喜
代
次
さ
ん
は
理
美
容
鋏
に

ふ
さ
わ
し
い
材
料
を
模
索
、
や
が

て
コ
バ
ル
ト
に
行
き
着
い
た
。
一

般
的
な
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
鋏
は
鉄

を
主
成
分
と
し
、
さ
び
か
ら
逃
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
菊
井
鋏
製

作
所
の
コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー
は
コ
バ

ル
ト
を
約
70
％
使
用
し
た
コ
バ
ル

ト
基
合
金
。
鉄
を
一
切
使
用
し
な

い
た
め
、
パ
ー
マ
液
な
ど
の
薬
剤

を
使
う
環
境
で
あ
っ
て
も
決
し
て

さ
び
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ま

た
、
耐
摩
耗
性
に
も
優
れ
、
切
れ

味
が
長
続
き
す
る
の
が
特
徴
だ
。

　理
美
容
鋏
は
髪
の
毛
の
束
を
切

る
た
め
、
一
点
で
も
引
っ
か
か
り

が
あ
る
と
切
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
刃
元
か
ら
刃
先
ま

で
切
れ
味
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
コ
バ
ル
ト
は
加

工
が
大
変
難
し
い
金
属
で
あ
る
。

菊
井
鋏
製
作
所
で
は
製
作
ラ
イ
ン

を
全
て
コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー
専
用
に

整
え
る
こ
と
で
、
理
容
師
の
細
か

な
注
文
に
も
応
え
て
き
た
。

も
の
づ
く
り
の
継
承

　　現
在
の
社
長
は
喜
代
次
さ
ん

の
孫
に
あ
た
る
菊
井
健
一
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
売
上
が
落
ち

込
む
も
、
最
近
で
は
海
外
か
ら

の
注
文
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
。「
ど
の
国
も
、
外
出
制
限

な
ど
の
影
響
で
美
容
師
の
仕
事

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

技
術
を
磨
き
、
質
の
高
い
道
具

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
健
一

さ
ん
は
語
る
。

　こ
の
ほ
か
、
屋
外
で
散
髪
を

行
な
う
「
あ
お
ぞ
ら
美
容
室
」

の
開
催
や
、
も
の
づ
く
り
の
技

術
を
紹
介
す
る
「
和
歌
山
も
の

づ
く
り
文
化
祭
2
0
2
2
」
を

主
宰
す
る
な
ど
、
和
歌
山
の
優

れ
た
技
術
を
伝
え
る
活
動
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

菊井鋏製作所
〒641-0007

和歌山県和歌山市小雑賀2-2-31
TEL:0120-959-833

ハンマーでわずかな刃の反りを調整して仕上げる

工程により粒度の違うベルトを使い分ける

グラインダーで合金を研いで形を整える

和歌山ものづくり文化祭2022

主催　和歌山オープンファクトリー推進委員会
日程　11月 5 日 ( 土 )・6 日 ( 日 )　10:00~17:00
会場　和歌山城ホール１F　展示室
出展　和歌山県北部のものづくり企業　20 社程度
内容　①ワークショップ or 製作実演
　　　②和歌山で作られる商品の販売
協賛　きのくに信用金庫　株式会社仕事旅行社　アンドユー
協力　南海電気鉄道株式会社　株式会社ワカヤマヤモリ舎
後援　近畿経済産業局　和歌山県　和歌山市
　※　入場無料　ただし、一部ワークショップは有料

木工、漆芸、金属加工、繊維。和歌山に根を下ろし、技術を培っ
てきた多くのものづくり企業が一同に集い、その技術をそ
の場で体験して楽しめる和歌山で初めてのイベント。
テーマは「ものづくりの未来を創る、体験と学び」。

「
さ
び
な
い
」技
術

コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー

はさみ
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ものづくり

理美容鋏

at 和歌山

理美容の業界で欠かせないコバ
ルト製のシザー（鋏）。それを世界
で初めて開発したのが、和歌山市
の菊井鋏製作所だ。和歌山のも
のづくりのトップランナーとして、
今もその技術は輝き続けている。

研
い
で
も
切
れ
な
い
鋏

　　創
業
者
の
菊
井
喜
代
次
さ
ん

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
刃
物
を
研
ぐ

の
が
得
意
だ
っ
た
と
い
う
。
戦
時

中
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
捕
虜
と
な
っ

た
喜
代
次
さ
ん
は
手
先
の
器
用
さ

を
見
込
ま
れ
、
ナ
イ
フ
な
ど
の
刃

物
を
研
ぐ
機
会
が
多
か
っ
た
。
あ

る
日
、
理
美
容
鋏
も
同
じ
よ
う
に

研
い
で
も
ら
え
な
い
か
と
頼
ま
れ

た
が
、
研
げ
ば
研
ぐ
ほ
ど
切
れ
味

が
悪
く
な
る
。
こ
ん
な
経
験
は
初

め
て
だ
っ
た
。

　帰
国
後
、
う
ま
く
研
げ
な
か
っ

た
こ
と
を
疑
問
に
思
っ
た
喜
代
次

さ
ん
は
、東
京
・
大
阪
の
メ
ー
カ
ー

を
訪
ね
、
約
5
年
の
修
行
で
、
理

美
容
鋏
制
作
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん

だ
。
そ
の
後
独
立
し
、
1
9
5
3

年
（
昭
和
二
十
六
）、
親
戚
の
居

た
和
歌
山
で
「
菊
井
鋏
製
作
所
」

を
創
業
す
る
。

加
工
が
難
し
い
金
属

　喜
代
次
さ
ん
は
理
美
容
鋏
に

ふ
さ
わ
し
い
材
料
を
模
索
、
や
が

て
コ
バ
ル
ト
に
行
き
着
い
た
。
一

般
的
な
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
鋏
は
鉄

を
主
成
分
と
し
、
さ
び
か
ら
逃
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
菊
井
鋏
製

作
所
の
コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー
は
コ
バ

ル
ト
を
約
70
％
使
用
し
た
コ
バ
ル

ト
基
合
金
。
鉄
を
一
切
使
用
し
な

い
た
め
、
パ
ー
マ
液
な
ど
の
薬
剤

を
使
う
環
境
で
あ
っ
て
も
決
し
て

さ
び
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
。
ま

た
、
耐
摩
耗
性
に
も
優
れ
、
切
れ

味
が
長
続
き
す
る
の
が
特
徴
だ
。

　理
美
容
鋏
は
髪
の
毛
の
束
を
切

る
た
め
、
一
点
で
も
引
っ
か
か
り

が
あ
る
と
切
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
刃
元
か
ら
刃
先
ま

で
切
れ
味
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
コ
バ
ル
ト
は
加

工
が
大
変
難
し
い
金
属
で
あ
る
。

菊
井
鋏
製
作
所
で
は
製
作
ラ
イ
ン

を
全
て
コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー
専
用
に

整
え
る
こ
と
で
、
理
容
師
の
細
か

な
注
文
に
も
応
え
て
き
た
。

も
の
づ
く
り
の
継
承

　　現
在
の
社
長
は
喜
代
次
さ
ん

の
孫
に
あ
た
る
菊
井
健
一
さ
ん
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
売
上
が
落
ち

込
む
も
、
最
近
で
は
海
外
か
ら

の
注
文
が
増
え
て
き
て
い
る
と

い
う
。「
ど
の
国
も
、
外
出
制
限

な
ど
の
影
響
で
美
容
師
の
仕
事

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
で
、

技
術
を
磨
き
、
質
の
高
い
道
具

を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
健
一

さ
ん
は
語
る
。

　こ
の
ほ
か
、
屋
外
で
散
髪
を

行
な
う
「
あ
お
ぞ
ら
美
容
室
」

の
開
催
や
、
も
の
づ
く
り
の
技

術
を
紹
介
す
る
「
和
歌
山
も
の

づ
く
り
文
化
祭
2
0
2
2
」
を

主
宰
す
る
な
ど
、
和
歌
山
の
優

れ
た
技
術
を
伝
え
る
活
動
を
精

力
的
に
行
な
っ
て
い
る
。

菊井鋏製作所
〒641-0007

和歌山県和歌山市小雑賀2-2-31
TEL:0120-959-833

ハンマーでわずかな刃の反りを調整して仕上げる

工程により粒度の違うベルトを使い分ける

グラインダーで合金を研いで形を整える

和歌山ものづくり文化祭2022

主催　和歌山オープンファクトリー推進委員会
日程　11月 5 日 ( 土 )・6 日 ( 日 )　10:00~17:00
会場　和歌山城ホール１F　展示室
出展　和歌山県北部のものづくり企業　20 社程度
内容　①ワークショップ or 製作実演
　　　②和歌山で作られる商品の販売
協賛　きのくに信用金庫　株式会社仕事旅行社　アンドユー
協力　南海電気鉄道株式会社　株式会社ワカヤマヤモリ舎
後援　近畿経済産業局　和歌山県　和歌山市
　※　入場無料　ただし、一部ワークショップは有料

木工、漆芸、金属加工、繊維。和歌山に根を下ろし、技術を培っ
てきた多くのものづくり企業が一同に集い、その技術をそ
の場で体験して楽しめる和歌山で初めてのイベント。
テーマは「ものづくりの未来を創る、体験と学び」。

「
さ
び
な
い
」技
術

コ
バ
ル
ト
シ
ザ
ー

はさみ
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地
域
を
知
る
玄
関
口
に

　
麻
里
さ
ん
が
和
歌
山
で
暮

ら
し
始
め
た
の
は
２
０
１
５

年
（
平
成
二
十
七
）
の
こ
と
。

「
和
歌
山
の
良
さ
を
知
り
、

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
拠
点

を
つ
く
り
た
い
」
と
、
同
年
、

オ
ー
プ
ン
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
画
し
た
。

　
和
歌
山
市
の
中
心
部
で
、

築
50
年
以
上
の
レ
ト
ロ
な
ビ

ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
宿

泊
客
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
バ
ー
の
お
客
さ
ん
や
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪

れ
る
。

　「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
あ
く

ま
で
玄
関
口
。
こ
こ
で
の
出

会
い
が
、
地
域
の
魅
力
に
触

れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」。
夫
の
崇

さ
ん
と
二
人
三
脚
で
運
営
に

取
り
組
む
日
々
だ
。

先
祖
代
々
の
土
地

　
麻
里
さ
ん
の
両
親
は
和
歌

山
市
の
出
身
。
麻
里
さ
ん
自

身
は
茨
城
県
生
ま
れ
で
、
東

京
都
や
兵
庫
県
で
育
っ
た

が
、
和
歌
山
に
は
毎
年
何
度

か
訪
れ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
が
あ
る
場
所
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
訪
れ
る

先
が
家
な
の
だ
か
ら
、
思
い

出
も
家
が
中
心
。
墓
参
り
や

買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
和
歌
山
の
ど
こ

か
が
強
く
印
象
に
残
る
と
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
。
先
祖

代
々
の
土
地
だ
と
い
う
意
識

も
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
ざ
和
歌
山
に

住
み
着
い
て
み
る
と
、
や
は

り
自
分
は
和
歌
山
の
血
を
受

け
継
い
で
い
る
と
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

父
親
の
和
歌
山
っ
ぽ
さ
。「
父

は
し
ら
す
が
好
き
だ
っ
た

り
、
お
刺
身
を
食
べ
て
『
こ

れ
は
養
殖
や
な
』
と
指
摘
し

た
り
、
魚
へ
の
こ
だ
わ
り
が

す
ご
か
っ
た
」。
実
際
に
和

歌
山
で
魚
を
食
べ
て
、「
こ

ん
な
に
お
い
し
い
ん
だ
」
と

納
得
し
た
。

自
然
体
は
心
地
良
い

　　
魚
介
類
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

チ
ゴ
や
桃
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ

に
、
地
元
産
の
野
菜
。
季
節

ご
と
に
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
食
材
は
ま
さ
に
自
然

の
恵
み
だ
。
そ
れ
に
加
え

て
、
麻
里
さ
ん
が
和
歌
山

の
宝
だ
と
感
じ
る
の
は
、

そ
の
自
然
に
根
を
張
る
人

た
ち
の
自
然
体
で
お
お
ら

か
な
人
柄
だ
と
い
う
。

　「
和
歌
山
弁
に
は
敬
語
が

な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
し
、

距
離
が
近
す
ぎ
る
と
感
じ
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
私
に
は
そ
れ
が
心
地

良
い
ん
で
す
」。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
あ
だ
名
で
呼
び
合

う
会
話
を
耳
に
し
た
り
、

ス
ー
パ
ー
で
荷
物
が
重
い
だ

ろ
う
と
お
じ
い
さ
ん
が
助
け

て
く
れ
た
り
。
そ
う
い
う
出

来
事
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、

和
歌
山
の
人
た
ち
の
心
の
豊

か
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

根
を
張
っ
て
生
き
る

　「
豊
か
さ
」
は
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

「
訪
れ
る
人
が
、
自
分
の
中

に
あ
る
豊
か
さ
の
種
に
気
づ

く
場
所
」。
そ
の
種
を
こ
こ

と
い
う
場
に
植
え
て
、
育
て

て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
麻
里
さ
ん
自
身

が
経
験
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

「
か
つ
て
は
雲
の
よ
う
に
フ
ワ

フ
ワ
し
た
生
き
方
が
合
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

こ
の
場
所
で
先
祖
代
々
の
土

地
と
つ
な
が
っ
て
い
る
自
分

を
発
見
し
、
根
を
張
っ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
和
歌
山
で
「
豊
か
さ
の
種
」

を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
さ
ら
に
磨
く
努
力
は
続

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
地
域
の
み
ん

な
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
を
自
慢
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」。
麻
里
さ
ん
の

挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

宮原　麻里
1981年、兵庫県出身。2015 年に来和し、和歌山市新通のゲストハウ
スＲＩＣＯ（株式会社ワカヤマヤモリ舎）にオープンから参画。「和歌山
市内の遊休不動産を活用したエリアプロデュース及びエリアマネジメ
ント」をコンセプトに、夫の崇さんとともに運営する。大新地区の店舗
や空き家、公園などを活用したマーケットイベントをはじめ、地域活
性化のイベントも開催。

魅力
発信人

今回は兵庫県（西宮市）出身で、ゲストハウスＲＩＣＯ（リコ）を運営する宮原麻里さんに、
ルーツの土地である和歌山の魅力を語っていただいた。（右は夫の宮原崇さん）

和歌山で見つかる「豊かさの種」

6 4 0 8 7 9 0

和歌山市梶取１７－２

株式会社 ウイング
「ほうぼわかやまクイズ
                 ＆プレゼント」係

お名前

〒
ご 住 所

クイズの答え

電話番号

本誌の入手場所

ふりがな

年齢 　　　 　   歳 ご職業

１ ・ ２ ・ ３

※応募くださいました個人情報は、プレゼントの発送及び弊社からのお知らせ以外には使用しません。

※あてはまるものを
1つお選びください。

差出有効期限
2022年12月
14日まで

和歌山中央局
承　　認

料金受取人払郵便

6391

郵 便 は が き

併設のバル「Una rama de RICO」昼間はシェアスペースとして利用可能。

ゲストハウスＲＩＣＯ
マネージャ

宮原 麻里さん

ゲストハウスＲＩＣＯ
マネージャ

宮原 麻里さん
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地
域
を
知
る
玄
関
口
に

　
麻
里
さ
ん
が
和
歌
山
で
暮

ら
し
始
め
た
の
は
２
０
１
５

年
（
平
成
二
十
七
）
の
こ
と
。

「
和
歌
山
の
良
さ
を
知
り
、

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う
拠
点

を
つ
く
り
た
い
」
と
、
同
年
、

オ
ー
プ
ン
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
画
し
た
。

　
和
歌
山
市
の
中
心
部
で
、

築
50
年
以
上
の
レ
ト
ロ
な
ビ

ル
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
。
宿

泊
客
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
ニ

ン
グ
バ
ー
の
お
客
さ
ん
や
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を

利
用
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
訪

れ
る
。

　「
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
あ
く

ま
で
玄
関
口
。
こ
こ
で
の
出

会
い
が
、
地
域
の
魅
力
に
触

れ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

な
っ
て
ほ
し
い
」。
夫
の
崇

さ
ん
と
二
人
三
脚
で
運
営
に

取
り
組
む
日
々
だ
。

先
祖
代
々
の
土
地

　
麻
里
さ
ん
の
両
親
は
和
歌

山
市
の
出
身
。
麻
里
さ
ん
自

身
は
茨
城
県
生
ま
れ
で
、
東

京
都
や
兵
庫
県
で
育
っ
た

が
、
和
歌
山
に
は
毎
年
何
度

か
訪
れ
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
が
あ
る
場
所
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　
と
は
言
っ
て
も
、
訪
れ
る

先
が
家
な
の
だ
か
ら
、
思
い

出
も
家
が
中
心
。
墓
参
り
や

買
い
物
に
出
か
け
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
和
歌
山
の
ど
こ

か
が
強
く
印
象
に
残
る
と
い

う
ほ
ど
で
は
な
い
。
先
祖

代
々
の
土
地
だ
と
い
う
意
識

も
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
い
ざ
和
歌
山
に

住
み
着
い
て
み
る
と
、
や
は

り
自
分
は
和
歌
山
の
血
を
受

け
継
い
で
い
る
と
気
づ
か
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、

父
親
の
和
歌
山
っ
ぽ
さ
。「
父

は
し
ら
す
が
好
き
だ
っ
た

り
、
お
刺
身
を
食
べ
て
『
こ

れ
は
養
殖
や
な
』
と
指
摘
し

た
り
、
魚
へ
の
こ
だ
わ
り
が

す
ご
か
っ
た
」。
実
際
に
和

歌
山
で
魚
を
食
べ
て
、「
こ

ん
な
に
お
い
し
い
ん
だ
」
と

納
得
し
た
。

自
然
体
は
心
地
良
い

　　
魚
介
類
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

チ
ゴ
や
桃
な
ど
の
フ
ル
ー
ツ

に
、
地
元
産
の
野
菜
。
季
節

ご
と
に
楽
し
む
こ
と
の
で

き
る
食
材
は
ま
さ
に
自
然

の
恵
み
だ
。
そ
れ
に
加
え

て
、
麻
里
さ
ん
が
和
歌
山

の
宝
だ
と
感
じ
る
の
は
、

そ
の
自
然
に
根
を
張
る
人

た
ち
の
自
然
体
で
お
お
ら

か
な
人
柄
だ
と
い
う
。

　「
和
歌
山
弁
に
は
敬
語
が

な
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
し
、

距
離
が
近
す
ぎ
る
と
感
じ
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
私
に
は
そ
れ
が
心
地

良
い
ん
で
す
」。
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
あ
だ
名
で
呼
び
合

う
会
話
を
耳
に
し
た
り
、

ス
ー
パ
ー
で
荷
物
が
重
い
だ

ろ
う
と
お
じ
い
さ
ん
が
助
け

て
く
れ
た
り
。
そ
う
い
う
出

来
事
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
、

和
歌
山
の
人
た
ち
の
心
の
豊

か
さ
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

根
を
張
っ
て
生
き
る

　「
豊
か
さ
」
は
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
コ
ン
セ

プ
ト
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

「
訪
れ
る
人
が
、
自
分
の
中

に
あ
る
豊
か
さ
の
種
に
気
づ

く
場
所
」。
そ
の
種
を
こ
こ

と
い
う
場
に
植
え
て
、
育
て

て
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
麻
里
さ
ん
自
身

が
経
験
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。

「
か
つ
て
は
雲
の
よ
う
に
フ
ワ

フ
ワ
し
た
生
き
方
が
合
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
た
。
で
も
、

こ
の
場
所
で
先
祖
代
々
の
土

地
と
つ
な
が
っ
て
い
る
自
分

を
発
見
し
、
根
を
張
っ
て
生

き
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
和
歌
山
で
「
豊
か
さ
の
種
」

を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に

は
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
さ
ら
に
磨
く
努
力
は
続

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
思
い
も
あ
っ
て
、

地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
イ
ベ

ン
ト
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。「
地
域
の
み
ん

な
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
土
地
を
自
慢
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
」。
麻
里
さ
ん
の

挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

宮原　麻里
1981年、兵庫県出身。2015 年に来和し、和歌山市新通のゲストハウ
スＲＩＣＯ（株式会社ワカヤマヤモリ舎）にオープンから参画。「和歌山
市内の遊休不動産を活用したエリアプロデュース及びエリアマネジメ
ント」をコンセプトに、夫の崇さんとともに運営する。大新地区の店舗
や空き家、公園などを活用したマーケットイベントをはじめ、地域活
性化のイベントも開催。

魅力
発信人

今回は兵庫県（西宮市）出身で、ゲストハウスＲＩＣＯ（リコ）を運営する宮原麻里さんに、
ルーツの土地である和歌山の魅力を語っていただいた。（右は夫の宮原崇さん）

和歌山で見つかる「豊かさの種」

6 4 0 8 7 9 0

和歌山市梶取１７－２

株式会社 ウイング
「ほうぼわかやまクイズ
                 ＆プレゼント」係

お名前

〒
ご 住 所

クイズの答え

電話番号

本誌の入手場所

ふりがな

年齢 　　　 　   歳 ご職業

１ ・ ２ ・ ３

※応募くださいました個人情報は、プレゼントの発送及び弊社からのお知らせ以外には使用しません。

※あてはまるものを
1つお選びください。

差出有効期限
2022年12月
14日まで

和歌山中央局
承　　認

料金受取人払郵便

6391

郵 便 は が き

併設のバル「Una rama de RICO」昼間はシェアスペースとして利用可能。

ゲストハウスＲＩＣＯ
マネージャ

宮原 麻里さん

ゲストハウスＲＩＣＯ
マネージャ

宮原 麻里さん

わかやま魅力発信人　｜　宮原麻里さん	



編 集 後 記
　久しぶりの夏号発行です。新型コロナの影響でここ２年は発行を見合
わせたので、無事に発行できたことに胸をなでおろすとともに、少しず
つ以前の生活が戻りつつあると期待をせずにはいられません。
　今号の特集はソフトテニス。弊社発行のキャリア教育本の取材でお話
を伺った中学校の先生（他県出身）が、「小学校の時にソフトテニスの
大会で和歌山に来た」と教えてくれたことから興味を持ちました。調べ
てみると、全国大会での県勢の活躍や、県出身のトッププレーヤーの存
在など、知らないことばかりで、まだまだ自分たちが気づいていない郷
土の魅力はそこかしこにあふれていると再認識しました。
　『ほうぼわかやま』は今年度末で発行 15 周年を迎えます。この２年
の試練を経て、次の５年、10 年へ。これからも郷土の「ほうぼ」にあ
ふれる魅力を読者の皆さまにお届けしていきますので、何卒よろしくお
願いいたします。

編集長　宇治田 健志

印刷物を中心に広報活動をお手伝いする会社
です。「ほうぼわかやま」の発行や本づくりを通
じ、文字による地域文化の振興を目指していま
す。就職応援 BOOK 「COURSE（コース）」や、
キャリア教育本「さくらノート」も発行しています。

［沿革］創業 1972 年。設立 1981 年。

ウイング 和歌山詳しくはウェブで検索→ https://w-i-n-g.jp
ほうぼわかやまのバックナンバーは弊社ホームページからもダウンロードできます。

協力機関

「ほうぼわかやま」発行について
和歌山の歴史・文化を掘り起こし郷土愛を育む一助になればと、弊社が自費で
2008 年から年 2回発行している情報誌です。また、この活動を通して、郷土と
社内の活性化の両立を図ることを目的としています。
設置場所：和歌山市内のコミュニティーセンター、県内の図書館、TSUTAYA WAYなど
　　　　　 詳しくはホームページをご覧ください。

本誌を作成するにあたり、次の機関・団体にご協力をいただきました。
厚く御礼申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

和歌山県ソフトテニス連盟、和歌山レディースセンチュリークラブ
和歌山東中学校、由良町、菊井鋏製作所、ゲストハウスRICO

応募方法

①ラケット ②ロケット ③ポケット
このハガキの各項目をご記入後、切り取って投函（切手は不要です）
もしくは右記QRコードを読み取り、アンケートフォームからご応募
ください。  ※応募はお一人様一枚限りでお願いします。

Vol.26の答えは②高野豆腐でした

ご協力ありがとうございました。

問題

2022年10月末日〆切

本誌へのご意見・ご感想

次のうち、
ソフトテニスで使われる道具はどれでしょう？

『和歌山県民手帳2023年版』を
５名様にプレゼント！！

『和歌山県民手帳2023年版』を
５名様にプレゼント！！

※写真は2022年版です。※写真は2022年版です。

クイズとアンケートで

当たる！！
クイズとアンケートで

当たる！！
ヒント
本号のどこかに
答えが載っています
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和
歌
山
県
は
、
南
北
に
長
く
、
海
・
山
・
川
に
恵

ま
れ
、
自
然
を
生
か
し
た
体
験
が
で
き
る
貴
重
な
場

所
で
す
。

由
良
町
は
、
和
歌
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

西
は
紀
伊
水
道
に
面
し
、
東
は
白
馬
山
脈
の
連
峰
を

境
と
し
て
海
と
山
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
由
良
町
に
は
、「
日
本
の
エ
ー
ゲ
海
」
と

し
て
テ
レ
ビ
番
組
で
も
紹
介
さ
れ
た
、
白
い
石
灰
岩
と
青
い
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

映
え
る
「
白
崎
海
洋
公
園
」
を
始
め
、
２
億
５
０
０
０
万
年
以
上
前
の
堆
積
層
中
に

生
成
さ
れ
た
「
戸
津
井
鍾
乳
洞
」
な
ど
が
あ
り
、
由
良
町
大
引
の
白
崎
海
岸
か
ら
背

後
の
番
所
山
一
帯
に
か
け
て
「
水
仙
」
が
群
生
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

ま
た
、
由
良
町
に
は
歴
史
的
に
貴
重
な
文
化
財
や
建
築
物
も
多
く
存
在
し
、「
由

良
」
の
地
名
は
、
万
葉
集
に
も
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
由
良
町
門
前
の
「
興

国
寺
」
は
、
鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍

　源
実
朝
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
建
て
ら
れ
た
お

寺
で
あ
り
、
禅
宗
に
改
宗
し
開
山
し
た
法
燈
国
師
が
、
宋

へ
渡
っ
て
味
噌
や
醤
油
、
尺
八
を
日
本
へ
持
ち
込
み
、
全

国
へ
と
広
め
た
こ
と
か
ら
「
金
山
寺
味
噌
伝
来
の
地
」、「
虚

無
僧
」「
普
化
尺
八
」の
発
祥
の
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

春
は
桜
で
山
が
桃
色
に
染
ま
り
、
夏
は
海
青
く
、
秋
は

紅
葉
に
彩
ら
れ
る
「
由
良
町
」
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

由
良
町
の
景
観
や
歴
史
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

▲興国寺


